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金属材料技術研究所

小径管専用自動丁■0溶接装置の開発実用化

　原子力関係の燃料再処理プラソトや高速炉の水

蒸気発生器など，また各種化学機器やポイラチュ

ープおよび熱交換器類たどにおいて，小径管の突

な溶接継手を得ることはほとんど不可能である。

　本装置は，このむずかしい小径管（外径5～200

mm程度）のタソグステソイナートガスアーク

（TIG）溶接をほとんど熟練を要しないで自動的

にかつ完全に行なう専用機で，その成果が注目さ

れている。当所溶接研究部では，とくに管内ガス

圧サイクル制御機構および管円周上の位置による

溶接条件制御機構（金材技研特許第558462号その

他）を含む，いわゆるP＆C自動溶接制御装置

を開発した。これに，米国アストロアーク杜製溶

接ヘッ・ドまたは三菱電機㈱製溶接ヘッドと三菱電

機㈱製溶接機器を組合せて本装置が製品化され

た。写真は本装置の外観である。なお，当所で開

発したP＆C白動溶接制御装置は，新技術開発事

業団を通じて三菱電機㈱にその実施権が与えられ

た。

　このP＆C自動溶接制御装置によって，固定

＝　　　　　’曇芝・；．

11　　　　　’、1

k鐘、．

写真　小径管専用白動T　I　G溶接装置

管突合せ継手の開先加工精度の不均一や溶接の進

行にともたう溶接姿勢の変化に対して十分安定な

裏波ビードを形成させることができる。従来の管

内シールド法では，電極が管の上部付近に位置し

ているとき溶融金属は重力の下向きの作用によっ

て管内に垂れさがる傾向があるが，本法に’よって

管内に溶融金属の重力に対応するわずかなガス圧

をかげると，裏ビードの余盛高さを小さくするこ

とができ全周均一にすることができると同時に，

溶落ちを心配せず入熱を十分に与えて溶接するこ

とができる。本法の雰囲気圧力差を利用すれぼ，

オーステナイト系ステソレス鋼小径管の例では突

合せ継手の裏波ビードの余盛高さをO．1～0．3mm

程度の範囲内に制御することができた。

一1一



粉末冶金法による高速度鋼の製造

　高速度鋼は靱性にとみ，耐熱性にすぐれてお

り，さらに刃立性の良好なことから，ドリル，カ

ッター，バイドおよびドリルダイスなどに大量に

実用されている。その製造は溶製法によっている

が，最近，粉末冶金法による高速度鋼の製造に関

する研究が積極的に進められている。その理由

は，粉末製造技術の進歩により酸化量のすくない

合金粉が供給されるようになったことと焼結技術

の開発により，高密度，高強度焼結部品の製造が

可能となったからである。現在，わが国の高速度

鋼の年間生産量は1万tonにも達しており，こ

の生産量は粉末冶金法の特徴である量産によるコ

ストダウソのメリットを充分に満足できるととも

に粉末冶金法によれぼ金属組織が均一であり，か

つ炭化物の徴細化による切削性の向上ならびに著

しい寿命の改善が期待される。

　製造冶金研究部，粉末冶金研究室では液体噴霧

法で製造した高速度鋼粉（JIS規格SKH9に相

当する）を用い，真空Hot　press法（焼結時の

真空度1×ユ0－3mmHg，ダイスはA1203製）によ

り高密度焼結材を製造することを目的として，焼

結温度，焼結時の成形圧力および焼結時問などの

諸因子が焼結体密度にあたえる影響について詳細

な研究を行ない，その焼結条件を明らかにLてい

　　　　　　　　　　　　　　　　る。図は焼結
呂．2

呂．o

＼

固　7．5

挫　　　　　　　　　　．
臨

袈

　　　　　　焼結時の歳形圧力
7・O　　　　　　O1300毎一・…一

　　　　　　●1200侍．・’・刊＃

5．7

■’50　　　　　　　　　　　　　　　1200

　　　虫尭赤吉≡呈∫室（。C）

　　　　図

時聞を一定
（10分）とL

て焼結混度な

らびに成形圧

力が焼結密度

にあたえる影

響を調べた一

例である。図

にみるように

焼結温度が高

くなるにつれ

て密度は向上

し，成形圧力

300kg／cm2，

焼結温度1200

℃で密度8．12

g／ccに達する焼結体が得られている。焼結時間

が焼結密度にあたえる影響は焼結時間10分で密度

8．！29／ccであるが，この焼結時問を15分に増加

Lても顕著な密度上昇はみられず密度は飽和して

いる。これら焼結体を1220℃より油焼入れし，

580口Cで60分焼戻した試料のかたさはHR0で60

～64である。その組織は写真にみるように溶製材

と比較して粉末冶金法の方が結晶粒は細かく炭化

物が微細に分布している。旋盤による外周長手切

削試験（被切削材はS55C，切削速度20m／min

切り込み1．5mm，送りo．1mm／rev）を行った

結果，密度が高くなるにつれて逃げ面の最大摩耗

量は減少する。すなわち，密度7．639／cc以下の

試料は溶製材と比校して最大摩耗量は多いが，

7．929／ccではほとんどひとしく，これより密度

が高くたると溶製材より最大摩耗量は小さいが断

続端而切削試験結果は溶製材とほぽ同様である。

（乱〕　熾舌　　糸吉　　争岡

（b）」般溶装鋼材

写真　中炭素鋼切削時の工具面状態
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脱酸調整鋼の被削性

　切削加工作業の高能率化は切削加工機の高速化

と超耐摩耗工具の出現などによって促進されつつ

あり，高速切削に適した鍋の開発も切望されてき

ている。

　高速切削用の快削鋼とLてはカルシウム脱酸調

整鋼が研究され，現在相当量実用化されつつある

が・一方，従来の硫黄，鉛などを添加した快削鋼

は中速切削速度以下に有効なもので，構成刃先と

の関連で被削性を向上させたものである。しか

し，構成刃先が消滅する高速切削域ではその効果

を発揮Lえないので，これを補うため脱酸調整鋼

との複合系としての有用性が研究されている。

　鉄鋼材料研究部では高速切削にまでおよぶ広範

囲な速度域で，被削性のすぐれた鋼の開発を目的

とした研究を行なっている。

　高速切削速度域では工具一切屑問の界面温度は

1000℃以上にも及び，切盾として勇断する際の歪

速度も102sec■1以上に達する。このため，切肖11

部の加工硬化は熱軟化によって相殺され，工具と

切屑問に激しい流動域が認められる。このような

切肖11局部においては鋼中介在物の可塑性と工具へ

の親和性が特に工具摩耗の進行状態に著しく影響

をおよぽすと考えられている。

　写真は通常脱酸剤として用いられるアルミニウ

ムによる脱酸鋼と，被削性改善を目的としたチタ

ソ脱酸調整鋼を切肖1」した場合の工具すくい面と逃

げ面の状態である。チタソ脱酸調整鋼の切削時に

は鋼中に生成したMnO－TixOY系を中心とする

熱問可塑性の比校的すぐれた酸化物が，WC－TiC

－C0系工具との親和性を増し，工具面に付着し，

堆積して酸化物層を形成Lている。工具を覆うよ

うにして形成された酸化物層には切屑が直接工具

面を擦過することを防ぐクッショソの役割と，工

具一切盾問で行たわれる拡散を抑制し，工具特性

を持続することの二重の作用が考えられる。

　チタソ脱酸調整鋼切削時のフラソク摩耗量はア

ルミニウム脱酸鋼と比較すると中速から高速切削

域でユ／2～1／4程度にしか達しておらず，その大

半は切肖11初期に引き起される。このため，切削距

離に対する摩耗量は緩慢なものとたる。このこと

はチタソを含む酸化物も切削初期には逃げ面摩耗

を進行させていることを示唆している。しかL，

逃げ而摩耗幅が増すことによってこの域の温度が

上昇し，酸化物が可塑性を示し，工具面に付着し

易くたるものと思われる。

　被削材の工具摩耗抑制効果は工具の交換時問を

延長することで切削工程の連続化を押し進め，さ

らには再研摩に伴う工具の取付，取はずし，寸法

精度の出し直しから工具の置場面積にまで好影響

をおよぼす場合も多い。今後，この種の快削鋼は

切盾処理性たどを高めることによって，切削工程

の自動化，精密化に対応した方向にもむかって研

究されるものと考えられる。

（a）アルミニウム脱酸鋼

（P1o工具，切肖11速度150m／minで20分間切削）

写真　中炭素鋼切削時の工具面状態
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試験研究成果の秋季学・協会発表 （口頭）

（部名は1略称で，O印は発表者を示す。）
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9月31ヨまで・アメリカ合衆魯及びカナダ国へ出張Lた。
　金属物理研究翻蝦賀秀武技管はr金風闘化禽物の物性に関す
る裟礎研究」のため。昭重］46年g月121ヨから昭和垂7年9月1川
までアメリカ禽衆園へ1二出張した。
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